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子ども未来プロジェクト会議報告

富士見町教育委員会
教育長 矢島 俊樹
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11月ＷＳ
保育園・学校
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1２月ＷＳ
保育園・学校
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２月ＷＳ
保育園・学校
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11月ＷＳ
地域
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1２月ＷＳ
地域
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２月ＷＳ
地域
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11月ＷＳ
家庭
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1２月ＷＳ
家庭
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２月ＷＳ
家庭
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1月 二十歳の皆さんによるご意見
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主体的にかかわる力を育てる山ほいく
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小学校アントレプレナーシップ教育
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公教育としての役割

国語、社会科、算数、理科、英語、音楽、
図画工作、家庭科、体育、道徳等教科の時
間は日本中で統一されている。先生はこれ
らの教科を年間で決められた時数だけ指導
しなければならない（小中とも1015時間）
夏休み等増える⇒余剰の時間の減少

総合的な学習の時間は、目標や学習内容を各
学校で決めることができる（年間７０ｈ）
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総合的な学習の時間は、子どものやりた
いことができる。この時間を有効に使っ
て「この町に帰りたくなる」学習を作っ
ていきたい

山ほいくは町内全ての保育園が長野県の
認証を受けている。豊かな自然の中で、
かかわりを深めながら、逞しい子どもを
育てていきたい
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町にかかわる豊かな体験を子どもに

保育園⇒山ほいく
学校 ⇒アントレプレナーシップ教育

地域 ⇒私事の子育て
お世話になった 感謝の心

家庭 ⇒感動体験の共有


